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ハザードマップのユニバーサルデザインに関する検討会 

 

 

開催主旨 
 

 ハザードマップは、一般的に「自然災害による被害の軽減や防災

対策に使用する目的で、被災想定区域や避難場所・避難経路など

の防災関係施設の位置などを表示した地図」であり、その情報は、

災害時の住民における安全確保に役立つことが期待されている。 

一方で、いざというときを想定して避難行動を検討する際に、ハザ

ードマップを活用することには一定のハードルがあり、ハザードマッ

プの存在を知っていても活用には結びついていない場合があること

が知られている。加えて、現在のハザードマップは、利用者の特性、

例えば視覚障害に対応しておらず、そもそもハザードマップに示して

いる紙面の情報へのアクセスが困難な場合もある。 

こうした課題を踏まえ、あらゆる主体が避難行動に必要なハザー

ドマップ情報を活用できることを目指した、「わかる」ハザードマップ

のあり方や、あらゆる主体がハザードマップにアクセスすることがで

きる「伝わる」ハザードマップについて検討するため、本検討会を設

置する。 

 

 


